
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
吸気口から吸入した空気をエアクリーナに導入する吸気ダクトを備えた自動車用内燃機関
の吸気装置において、
互いに異なる共鳴周波数を持つ複数の吸気ダクトを有し、
内燃機関の高負荷時に前記複数の吸気ダクトで吸気音を発生

ことを特徴とする自動車用内燃機関の吸気装置。
【請求項２】

自動車用内燃機関
の吸気装置。
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し、
　前記複数の吸気ダクトそれぞれで発生し車室内に伝搬する吸気音の機関回転数・音圧レ
ベル特性のピークが互いに異なる機関回転数となるように設定し、
　吸気音の車室内における音圧レベルを機関回転数が上昇するに従って音圧レベルがほぼ
リニアに上昇する特性とした

吸気口から吸入した空気をエアクリーナに導入する吸気ダクトを備えた自動車用内燃機関
の吸気装置において、
　互いに異なる共鳴周波数を持つ複数の吸気ダクトを有し、
　内燃機関の高負荷時に前記複数の吸気ダクトで吸気音を発生し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの一つは、吸気口を比較的高い周波数帯域の音響を車室内
に伝搬させ易い周波数特性を持つカウルボックスに開口し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの他の一つは、吸気口を比較的低い周波数の音響を車室内
に伝搬させ易い周波数特性を持つフェンダに開口したことを特徴とする



【請求項３】

自動車用内燃機関の吸気装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は自動車用内燃機関の吸気装置に関し、自動車の内燃機関の吸気を行う自動車用内
燃機関の吸気装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来の自動車では、吸気音を騒音として捉えており、自動車用内燃機関の吸気装置はこの
吸気騒音を低減するために、各種の騒音低減方法を講じている。例えば特開平３－５０３
７１号公報には、吸気口から吸入した空気をエアクリーナに導入する吸気ダクトを備えた
吸気装置で、吸気ダクトに吐出音特性が異なる複数の吸気口を分岐形成し、各吸気口をエ
ンジンルーム内の音響的な増幅特性の異なる位置に配置することにより、各吸気口の吐出
音を音響的な増幅特性の異なる位置で相殺して各周波数での騒音レベルが平均化し特定な
周波数で著しい騒音レベル上昇を抑制することが記載されている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
近年、ＭＰＵ（マルチパーパス　パッセンジャー　ビークル）、ＳＵＶ（スポーツ　ユー
ティリティ　ビークル）等の車両では、迫力感のあるスポーツサウンドを求める傾向が高
まっている。このようなスポーツサウンドを得ようとした場合、従来は一般的に排気音を
用いており、吸気音を使用するものはなかった。これは、吸気に比べると排気の方が圧力
が高く、簡単に音響を出すことができるからである。
【０００４】
しかし、排気音を用いて迫力感のあるスポーツサウンドを得ようとした場合、排気音は機
関の回転数に比例してレベルが大きくなり，中速、高速の巡航時にも大きなレベルの排気
音が出力され、また、からぶかし時にも大きなレベルの排気音が出力されてしまい、加速
時にだけ迫力感のあるスポーツサウンドを得ることができないという問題があった。
【０００５】
また、従来の自動車用内燃機関の吸気装置は、吸気口の吐出音を抑圧することを目的とし
ているために、加速時にだけ迫力感のあるスポーツサウンドを得ることができない。
本発明は、上記の点に鑑みなされたもので、加速時に迫力感のあるスポーツサウンドを得
ることができる自動車用内燃機関の吸気装置を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
請求項１に記載の発明は、吸気口から吸入した空気をエアクリーナに導入する吸気ダクト
を備えた自動車用内燃機関の吸気装置において、
互いに異なる共鳴周波数を持つ複数の吸気ダクトを有し、
内燃機関の高負荷時に前記複数の吸気ダクトで吸気音を発生

する。

10

20

30

40

50

(2) JP 3613665 B2 2005.1.26

吸気口から吸入した空気をエアクリーナに導入する吸気ダクトを備えた自動車用内燃機関
の吸気装置において、
　互いに異なる共鳴周波数を持つ複数の吸気ダクトを有し、
　内燃機関の高負荷時に前記複数の吸気ダクトで吸気音を発生し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの一つは、吸気口をカウルボックスに開口し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの他の一つは、フェンダに開口し、
　前記複数の吸気ダクトそれぞれは、それぞれで所定の周波数帯域の音響を減衰するレゾ
ネータを有することを特徴とする

し、
　前記複数の吸気ダクトそれぞれで発生し車室内に伝搬する吸気音の機関回転数・音圧レ
ベル特性のピークが互いに異なる機関回転数となるように設定し、
　吸気音の車室内における音圧レベルを機関回転数が上昇するに従って音圧レベルがほぼ
リニアに上昇する特性と



【０００７】
このように、

ため、加速時に迫力感のあるスポーツサウンドを
得ることができる。
請求項２に記載の発明は、

。
【０００８】
このように、

加速時の機関回転数の変化に
応じて音圧レベルがリニアに変化するように設定することができ、加速に応じた迫力感の
あるスポーツサウンドを得ることができる。
【０００９】
請求項３に記載の発明は、

。
このように、

ため、加速時の機関回転数の変化に応じて音圧レベルがリニアに変
化するように設定することが可能となる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明の自動車用内燃機関の吸気装置の一実施例の構造図を示す。この図は、車
両のフードを取り除いてエンジンルームを上から覗いた状態を示している。図１において
、カウル用吸気ダクト１０は吸気口１１をカウルボックス１２内に開口させて設けられて
おり、吸気口１１から吸入された空気はカウル用吸気ダクト１０によってエンジンルーム
１４内のエアクリーナ１６に導入される。カウル用吸気ダクト１０には、所定の周波数帯
域（一または複数の帯域）の音響を減衰するレゾネータ１８が設けられている。
【００１２】
フェンダ用吸気ダクト２０は吸気口２１をエンジンルーム１４からフェンダ２２側に開口
させて設けられており、吸気口２１から吸入された空気はフェンダ用吸気ダクト２０によ
ってエンジンルーム１４内のエアクリーナ１６に導入される。フェンダ用吸気ダクト２０
には、所定の周波数帯域（一または複数の帯域）の音響を減衰するレゾネータ２８が設け
られている。
【００１３】
ここで、カウル用吸気ダクト１０のダクト長はフェンダ用吸気ダクト２０のダクト長より
大とされ、カウル用吸気ダクト１０のダクト径はフェンダ用吸気ダクト２０のダクト径よ
り大とされており、これによって、カウル用吸気ダクト１０の共鳴周波数ｆ１はフェンダ
用吸気ダクト２０の共鳴周波数ｆ２より低く設定されている。例えば共鳴周波数ｆ１は１
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吸気音の車室内における音圧レベルを機関回転数が上昇するに従って音圧レ
ベルがほぼリニアに上昇する特性とした

吸気口から吸入した空気をエアクリーナに導入する吸気ダクト
を備えた自動車用内燃機関の吸気装置において、
　互いに異なる共鳴周波数を持つ複数の吸気ダクトを有し、
　内燃機関の高負荷時に前記複数の吸気ダクトで吸気音を発生し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの一つは、吸気口を比較的高い周波数帯域の音響を車室内
に伝搬させ易い周波数特性を持つカウルボックスに開口し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの他の一つは、吸気口を比較的低い周波数の音響を車室内
に伝搬させ易い周波数特性を持つフェンダに開口する

複数の吸気ダクトのうちの一つは、吸気口を比較的高い周波数帯域の音響を
車室内に伝搬させ易い周波数特性を持つカウルボックスに開口し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの他の一つは、吸気口を比較的低い周波数の音響を車室内
に伝搬させ易い周波数特性を持つフェンダに開口したため、

吸気口から吸入した空気をエアクリーナに導入する吸気ダクト
を備えた自動車用内燃機関の吸気装置において、
　互いに異なる共鳴周波数を持つ複数の吸気ダクトを有し、
　内燃機関の高負荷時に前記複数の吸気ダクトで吸気音を発生し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの一つは、カウルボックスに開口し、
　前記複数の吸気ダクトのうちの他の一つは、フェンダに開口し、
　前記複数の吸気ダクトそれぞれは、それぞれで所定の周波数帯域の音響を減衰するレゾ
ネータを有する

複数の吸気ダクトそれぞれは、それぞれで所定の周波数帯域の音響を減衰す
るレゾネータを有する



００～２００Ｈｚ程度、共鳴周波数ｆ２は２００～４００Ｈｚ程度に設定する。
【００１４】
内燃機関は定速走行時には内燃機関の負荷が小さく、カウル用吸気ダクト１０及びフェン
ダ用吸気ダクト２０で吸気音はほとんど発生しないが、内燃機関の負荷が大きくなる加速
時にはカウル用吸気ダクト１０及びフェンダ用吸気ダクト２０である程度大きな吸気音が
発生する。
ところで、カウルボックス１２は比較的高い周波数帯域の音響を車室内に伝搬させ易い周
波数特性を持ち、フェンダ２２は比較的低い周波数の音響を車室内に伝搬させ易い周波数
特性を持っている。
【００１５】
このカウルボックス１２及びフェンダ２２の音響的性質とカウル用吸気ダクト１０及びレ
ゾネータ１８と、フェンダ用吸気ダクト２０及びレゾネータ２８の音響的性質とを組み合
わせることにより、加速時にカウル用吸気ダクト１０で発生する吸気音の車室内に伝搬す
る音圧レベルが機関回転数ＮＥに対して図２に実線Ｉ　に示すような特性となるようにし
ている。実線Ｉ　の特性は機関回転数ＮＥがＮＥ１１のときに周波数略ｆ１のピークＰ１
１が発生し、ＮＥ１２のときに周波数略２・ｆ１のピークＰ１２が発生し、ＮＥ１３のと
きに周波数略３・ｆ１のピークＰ１３が発生する。
【００１６】
また、加速時にフェンダ用吸気ダクト２０で発生する吸気音の車室内に伝搬する音圧レベ
ルが機関回転数ＮＥに対して図２に破線ＩＩに示すような特性となるようにしている。破
線ＩＩの特性は機関回転数ＮＥがＮＥ２１のときに周波数略ｆ２のピークＰ２１が発生し
、ＮＥ２２のときに周波数略２・ｆ２のピークＰ２２が発生し、ＮＥ２３のときに周波数
略３・ｆ２のピークＰ２３が発生する。
【００１７】
ここでは、ピークＰ１１，Ｐ１２，Ｐ１３それぞれの間（機関回転数ＮＥの次元で）にピ
ークＰ２１，Ｐ２２，Ｐ２３が存在するように設定している。従って、加速時に合成され
た吸気音の車室内における音圧レベルは、図２に実線ＩＩＩ　に示すように、機関回転数
ＮＥが上昇するに従って音圧レベルがほぼリニアに上昇する特性となる。
【００１８】
これによって、車室内では、加速時に機関回転数ＮＥが上昇するに従って周波数及び音圧
レベルがほぼリニアに上昇する迫力感のあるスポーツサウンドを得ることができる。なお
、定速走行時には内燃機関の負荷が小さいため、カウル用吸気ダクト１０及びフェンダ用
吸気ダクト２０で吸気音はほとんど発生せず、車室内の静粛性を保つことができる。
【００１９】
また、エアクリーナ１６に導入する空気をエンジンルームより温度の低いカウルボックス
１２及びフェンダ２２から吸入しているため、機関の出力向上が可能となる。更に、カウ
ル用吸気ダクト１０及びフェンダ用吸気ダクト２０のダクト長と、ダクト径と、吸気口１
１，２１の取り付け位置と、レゾネータ１８，２８の減衰周波数とを自由に可変設計する
ことにより、吸気圧損が必要以上に高くならないよう音圧レベルと吸気圧損の相対的な調
整を機関回転数ＮＥの広い範囲で行うことができる。
【００２０】
なお、フェンダ用吸気ダクト２０はエンジンルーム１４内でラジエータ上部等に吸気口２
１配置して外気を吸入するよう構成しても良い。但し、この場合はフェンダ用吸気ダクト
２０のダクト長とダクト径、レゾネータ２８の設計で吸気音の音響特性をフェンダ吸気と
同様にする必要がある。また、カウル用吸気ダクト１０及びフェンダ用吸気ダクト２０そ
れぞれは分岐した複数の吸気口を有するものであっても良く、また、カウル用吸気ダクト
１０及びフェンダ用吸気ダクト２０それぞれを複数設けても良く、上記実施例に限定され
ない。
【００２１】
【発明の効果】
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上述の如く、請求項１に記載の発明は、
加速時に迫力感

のあるスポーツサウンドを得ることができる。
【００２２】
請求項２に記載の発明は、

加速に応じた迫力感のあるスポーツサウンド
を得ることができる。
【００２３】
請求項３に記載の発明は、

加速時の機関回転数の変化に応じて音圧レベル
がリニアに変化するように設定することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の自動車用内燃機関の吸気装置の一実施例の構造図である。
【図２】本発明の車室内における吸気音の音圧レベルと機関回転数ＮＥとの関係を示す特
性図である。
【符号の説明】
１０　カウル用吸気ダクト
１１，２１　吸気口
１２　カウルボックス
１４　エンジンルーム
１６　エアクリーナ
１８，２８　レゾネータ
２０　フェンダ用吸気ダクト
２２　フェンダ
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吸気音の車室内における音圧レベルを機関回転数
が上昇するに従って音圧レベルがほぼリニアに上昇する特性としたため、

複数の吸気ダクトのうちの一つは、吸気口を比較的高い周波数
帯域の音響を車室内に伝搬させ易い周波数特性を持つカウルボックスに開口し、複数の吸
気ダクトのうちの他の一つは、吸気口を比較的低い周波数の音響を車室内に伝搬させ易い
周波数特性を持つフェンダに開口したため、

複数の吸気ダクトそれぞれは、それぞれで所定の周波数帯域の
音響を減衰するレゾネータを有するため、



【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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